
関係各位

基安発06 0 5第4号

令和 8年 6月 5日

厚生労働省労働基準局

安全衛生部長

（公印省略）

令和 7年職場における熱中症の発生状況（確定値）等について

貴会におかれましては、「STOP!熱中症 クールワークキャンペーン」の推進に

御協力を賜り、感謝申し上げます。

厚生労働省では、今般、別添のとおり「令和 7年職場における熱中症の発生状

況（確定値）」を取りまとめましたので、お知らせいたします。

各業種における熱中症の発生状況等もご参考としていただきながら、令和 7年

に施行された熱中症の健康障害の疑いがある者の早期発見や重篤化の防止等のた

めの改正労働安全衛生規則に加え、令和8年3月に策定された「職場における熱

中症防止のためのガイドライン」について、引き続き会員事業場等に対し周知を

図っていただきますとともに、各事業場において熱中症予防のための取組が的確

に行われますよう、特段の御配慮をお願いいたします。



2025年（令和 7年）職場における熱中症による死傷災害の発生状況（確定値）

出典 ：労働者死傷病報告

職場における熱中症による死傷者数の推移
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※ 各年の確定値は、 1月1日～12月 31日までの間に発生した熱中症に係る労働災害で、 翌年概ね4月

7日までに労働者死傷病報告が提出されたものを集計したもの。

1 職場における熱中症による死傷者数の状況 (2016~2025年）

職場での熱中症による死亡者及び休業4日以上の業務上疾病者の数（以下合

わせて「死傷者数」という。）は、 2025年に 1,803人と、 2024年に比べて約

43％増加し、死傷者数について統計を取り始めた 2005年以降、最多となった。

うち、死亡者数は 19人と、 2024年に比べ約 39％減少した。

気象庁によると、 2025年夏 (6月～8月）の平均気温偏差（基準値 (1991~

2020年の 30年平均値）からの偏差）は、＋2.36℃と、統計開始以来最高を記

録しており、死傷者数の増加の一因となったと推測される。

また、 2025年に労働安全衛生規則の改正により、熱中症のおそれのある作

業を行うときには、事業者に報告体制の整備、手順の作成等の措置を講じる

ことを義務付けたところであり 、これにより、事業場における熱中症の重篤

化防止対策が一段と進み、当該改正が主な目的としていた熱中症の重篤化に

よる死亡災害の防止が一定程度図られたと考えられる。

ー



職場における熱中症による死傷者数の推移（2016年～2025年） （人）

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

462 544 1,178 829 959 561 827 1,106 1,257 1,803 

(12) (14) (28) (25) (22) (20) (30) (31) (31) (19) 

※（ ）内の数値は死亡者数であり、死傷者数の内数である。
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2 業種別発生状況（2021~2025年）

2025年の死傷者数 1,803人について、業種別でみると、製造業が 365人、

建設業が 292人の順で多くなっている。死亡者数 19人について、業種別でみ

ると、建設業が 5人と最も多く、次いで、警備業が 3人となっている。

また、2021年以降の 5年間に発生した熱中症の死傷者数5,554人について、

業種別でみると、製造業 1,063人、建設業 1,038人の順で多くなっており、い

ずれの年もこの 2業種で約4割を占めている。同時期の死亡者数 131人につ

いて、業種別でみると、建設業 52人、警備業 18人の順で多く発生しており、

年度により割合にばらつきがあるが、この 2業種で約4割から 7割程度を占め

ている。

熱中症による死傷者数の業種別の状況 (2021~2025年） （人）

業種 建設業 製造業 運送業 警備業 商業
清掃．

農業 林業 その他 計
と畜業

2021 130 87 61 68 63 31 14 7 100 561 

年 (11) (2) (1) (1) (3) (0) (2) (0) (0) (20) 

2022 179 145 129 91 82 58 21 6 116 827 

年 (14) (2) (1) (6) (2) (2) (2) (0) (1) (30) 

2023 209 231 146 114 125 61 27 ， 184 1, 106 
年 (12) (4) (1) (6) (3) (0) (4) (0) (1) (31) 

2024 228 235 186 142 116 76 32 10 232 1,257 

年 (lo) (5) (3) (2) (2) (2) (1) (0) (6) (31) 

2025 292 365 220 199 237 121 34 ， 326 1,803 
年 (5) (2) (1) (3) (2) (1) (2) (0) (3) (19) 

1,038 1,063 742 614 623 347 128 41 958 5,554 
計
(52) (15) (7) (18) (12) (5) (11) (0) (11) (131) 

※ （ ）内の数値は死亡者数であり、死傷者数の内数である。
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熱中症による業種別死傷者数の割合 (2021~2025年計）
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3 月・時間帯別発生状況 (2021~2025年）

(1)月別発生状況

2025年の死傷者数 1,803人について、月別でみると、約 72％が 7月又は8

月の 2か月間に集中している。死亡者数 19人について、月別でみると、約 79%

が7月又は8月の 2か月間に集中している。

また、2021年以降の 5年間に発生した熱中症の死傷者数5,554人について、

月別でみると、約 77％が 7月又は8月の 2ヶ月間に集中している。死亡者数

についても、 6月後半に急激に気温が上昇した 2022年は6月に 10人の方が

亡くなっているが、これを除けば、いずれの年も 7月又は8月に集中し、死亡

者の約 85％がこの 2か月に集中している。多くの年で、 6月～ 7月の暑くな

り始めた時期に死傷者数が上昇し、その後に横ばいになり、 9月に急激に減少

する傾向が見て取れる。

熱中症による死傷者数の月別の状況 (2021~2025年） （人）

4月 10月
5月 6月 7月 8月 9月 計

以前 以降

2021 4 7 41 213 269 20 7 561 

年 (0) (1) (0) (7) (12) (0) (0) (20) 

2022 2 14 184 291 280 46 10 827 

年 (0) (0) (10) (9) (10) (1) (0) (30) 

2023 5 21 63 431 493 86 7 1, 106 

年 (0) (0) (1) (18) (10) (2) (0) (31) 

2024 3 18 57 588 431 156 4 1,257 

年 (0) (0) (0) (17) (13) (0) (1) (31) 

2025 11 23 268 718 583 188 12 1,803 

年 (0) (0) (1) (12) (3) (3) (0) (19) 

25 83 613 2,241 2,056 496 40 5,554 
計

(0) (1) (12) (63) (48) (6) (1) (131) 

※ 4月以前は 1月から 4月まで、 10月以降は 10月から 12月までを指す。
※ （ ）内の数値は死亡者数であり、死傷者数の内数である。

5
 



熱中症による月別死傷者数 (2021~2025年計）
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(2) 時間帯別発生状況 (2021~2025年）

2025年の死傷者数 1,803人について、時間帯別でみると、午前中や午後 3

時前後の被災者数が多くなっていることが窺えるが、日中のいずれの時間帯で

も発生している。このうち死亡災害については、多くが午後の時間帯に発生し

ている。

また、 2021年以降の 5年間に発生した熱中症の死傷者数及び死亡者数につ

いて、時間帯別でみると、死傷者数、死亡者数ともに 2025年と同様の傾向と

なっている。

なお、気温が下がった 17時台や 18時台以降に死亡に至るケースが少なか

らずみられるが、これらには、日中には重篤な症状はみられなかったにもかか

わらず、作業終了後や帰宅後に体調が悪化した事案が含まれている。

熱中症による死傷者数の時間帯別の状況（2021~2025年） （人）

， 18 
時 10 11 12 13 14 15 16 17 時
台 時 時 時 時 時 時 時 時 4 ロ 計
以 台 台 台 台 台 ムロ 台 台 畠月ヽIJ ・

48 56 74 53 47 63 73 61 38 48 561 
2021年

(0) (1) (3) (4) (3) (3) (0) (3) (3) (0) (20) 

100 78 87 53 74 115 106 92 55 67 827 
2022年

(1) (3) (1) (3) (2) (3) (6) (2) (5) (4) (30) 

143 118 155 104 72 124 123 105 76 86 1, 106 
2023年

(4) (2) (6) (1) (0) (5) (2) (1) (8) (2) (31) 

167 126 137 93 92 143 160 125 99 115 1,257 
2024年

(3) (2) (2) (2) (1) (3) (7) (5) (3) (3) (31) 

229 184 202 146 145 226 233 171 122 145 1,803 
2025年

(1) (0) (0) (0) (1) (3) (6) (3) (1) (4) (19) 

687 562 655 449 430 671 695 554 390 461 5,554 
計

(9) (8) (12) (10) (7) (17) (21) (14) (20) (13) (131) 

※ 9時台以前は0時台から 9時台まで、 18時台以降は 18時台から 23時台までを指す。
※ （ ）内の数値は死亡者数であり、死傷者数の内数である。
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熱中症による時間帯別死傷者数 (2021~2025年計）

休
業
4
日
以
上
の
死
傷
者
数
（
人
）

800 

700 

600 

500 

400 

300 

200 

100 

695 

◎゚崎怠る 、尋る凌るよる 、`＞遵‘ 怠る裏る誕象
念 惹

田死亡者数（右目盛り）

死
亡
者
数
（
人
）

4
0
3
5
3
0
2
5
2
0
1
5
 

゜
1

5

0

 

ロ死傷者数（左目盛り）

8
 



4 年齢別発生状況（2021~2025年）

2025年の死傷者数 1,803人について、年齢別でみると、死傷者は、いずれ

の年齢層でもみられるが、 50歳代以上で全体の約 52％を占めている。そのう

ち死亡者は、 40歳代以上に集中しており、 50歳代以上で全体の約 84％を占め

ている。

また、2021年以降の 5年間に発生した熱中症の死傷者数5,554人について、

年齢別でみると、 2025年と同様の傾向がみられ、 50歳代以上で全体の約 52%

を占めている。死亡者数 131人について、年齢別でみると、 50歳代以上で全

体の約 65％を占めている。一般に高齢者は、暑さや水分不足に対する感覚機

能が低下しており暑さに対する身体の調節機能も低下するなど、加齢による身

体機能の低下等の影響により熱中症を発症するリスクが高いことから、死亡災

害に至る割合が高くなっていることが考えられる。

熱中症による死傷者数の年齢別の状況 (2021~2025年） （人）

19歳 20~ 25~ 30~ 35~ 40~ 45~ 50~ 55~ 60~ 65歳
計

以下 24歳 29歳 34歳 39歳 44歳 49歳 54歳 59歳 64歳 以上

2021 12 46 25 41 36 53 69 65 70 58 86 561 

年 (1) (0) (0) (0) (2) (2) (3) (3) (4) (1) (4) (20) 

2022 10 39 72 62 69 72 103 93 94 87 126 827 

年 (0) (2) (1) (3) (1) (1) (5) (3) (4) (3) (7) (30) 

2023 20 80 71 48 88 90 122 136 133 120 198 1, 106 

年 (0) (2) (2) (0) (1) (6) (1) (4) (4) (4) (7) (31) 

2024 17 68 89 70 88 105 113 164 177 139 227 1,257 

年 (0) (1) (0) (O). (1) (4) (4) (3) (8) (3) (7) (31) 

2025 38 151 129 123 121 133 179 241 229 181 278 1,803 

年 (0) (0) (0) (0) (0) (1) (2) (5) (4) (3) (4) (19) 

97 384 386 344 402 453 586 699 703 585 915 5,554 
計
(1) (5) (3) (3) (5) (14) (15) (18) (24) (14) (29) (131) 

※ （ ）内の数値は死亡者数であり、死傷者数の内数である。
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熱中症による年齢別死傷者数の割合 (2021~2025年計）
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5 2025年の熱中症による死亡災害の事例

【死亡災害全体の概要】

・総数は 19件であった。

・被災者を男女別にみると、男性 19人、女性0人であった。

・被災場所についてみると、屋内であったのが 4件、屋外であったのが 15件

であった。

•発症時・緊急時の報告体制の整備及び周知（労働安全衛生規則第 612 条の 2

第1項に基づく措置）の実施を確認できなかったことが明らかな事例が 2件

あった。

•発症時・緊急時の措置手順の作成及び周知（労働安全衛生規則第 612 条の 2

第2項に基づく措置）の実施を確認できなかったことが明らかな事例が 3件

あった。

・熱中症予防のための労働衛生教育の実施を確認できなかった事例が 9件あっ

た。

．糖尿病、高血圧症など熱中症の発症に影響を及ぼすおそれのある疾病や所見

を有していることが明らかな事例は9件あった。

【事案の詳細】

覧
WBGT 

番
業種
年 性 気温

値 事案の概要
方ロ
月

代 別 場 （注1)

所 （注2)

1 6 警 70 ヵ田 屋 34.4 30. 1 被災者は、道路工事の交通誘導の作
備
歳
性 外

℃ ℃ 業が一時中断した際、歩道の木陰で横業

代 たわりながら休憩していた。作業再開

が伝えられたため、ヘルメットを被ろ

うとしたところふらついて倒れ、地面

に後頭部を打ちつけた。意識はあった

ものの頭部から出血が止まらない状

態であったため、救急搬送されて手術

を行ったが、 16日後に死亡した。
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2 7 産 40 男 屋 38.0 28.3 被災者は、工場内において、ファン
業
歳
性 外

℃ ℃ 付き作業服を着用し不燃ごみのペッ

塁 代 トボトル選別作業に従事していた。終
物
処 業前に、清掃作業をするため、屋外に
理

おいて竹ほうきを使用して掃き掃除業

した際、意識が朦朧として倒れそうに

なったところを同僚に助けられ、事務

所に向かう途中で意識を喪失したた

め、救急搬送された。搬送先の病院で

療養していたが、容態が急変し 3か月

後に死亡した。

3 7 業そ 40 ヵ甲 屋 32. 7 31. 7 被災者はプラントの屋内で補修作

の 歳
性 内

℃ ℃ 業に従事していた。正午になっても休
他
の 代 憩所に戻ってこなかったことから、上
土

司が当該プラントに直接様子を見に
石
製 行ったところ、應識不明の状態の被災
品

者を発見した。発見後、救急搬送され製
坦‘牛 たが後刻死亡した。

4 7 巷言 50 ヵ国 屋 31. 3 29.4 被災者は工事現場において交通誘
備
歳
性 外

℃ ℃ 導に従事していた。 13時頃体調に異業

代 変を感じたため、現場付近で休憩をと

り、 14時頃には一度現場に戻った。 15

時に所定の休憩時間のため作業を離

れたが、休憩の 15分を経過しても現

場に戻らなかった。 15時50分頃、現

場から約 800m離れた路上で倒れてい

るところを通行人により発見され、救

急搬送されたが死亡した。

5 7 せそ 50 ヵ田 屋 33. 8 30.2 
被災者は新聞の営業を行うため、 13んの 性 外

業他 歳 ℃ ℃ 
時30分から営業エリア内を自転車で

の 代
広 移動していた。 18時頃、倒れていると
告

ころを近隣の工事現場の者によって

あ 発見され、死亡が確認された。
つ
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6 7 機 50 男 屋 32. 5 32.0 被災者は同僚と共に8時頃から、農
械
歳
性 内

℃ ℃ 業用ハウス内において給水用の配管器
六目 代 工事に従事していた。 13時30分頃、
設
置 被災者の体調が悪そうだったことか
工

ら、同僚に車の日陰に行って休憩する事
業 よう促された。約 10分後様子を見に

来た同僚に、車の後部で倒れていると

ころを発見され、救急搬送されたが

74日後に死亡した。

7 7 

＇ 
50 ヵ田 屋 34.6 31. 4 被災者は住宅街にある緑地におい

歳
性 外

℃ ℃ て、午前中から刈られた草を集めてダ

代 ンプトラックに積み込む作業に従事

していた。午後になり、ふらついてい

るところを事業主に発見され、スポー

ッドリンク等を飲み休憩した。約 15

分後に様子を見に来た事業主によっ

てトラックに乗せられ、エアコンをつ

け休憩していたが、手が痙攣していた

ことから救急搬送されたものの死亡

した。

8 7 新 50 ヵ田 屋 33. 3 29.6 被災者は 13時頃から屋外で新聞の
聞
歳
性 外

℃ ℃ 配達業務に従事し、 16時頃に業務を販
冗士
代 終え、徒歩により帰路についた。帰宅

業
経路の途中で被災者が倒れていると

ころを通行人が発見し、救急搬送され

たが、死亡した。

， 7 上 60 男 屋 28. 7 25.8 被災者は新造する士場に別の土場
下
歳
性 外

℃ ℃ から資材を運び入れる作業に従事し水
道 代 ており、15時40分頃に作業を終えた。
工

土
被災者には特段次の作業指示は出て

おらず、その後の行動は不明である

が、 18時頃に別件で当該士場を訪れ

た専務取締役に倒れているところを

発見され、意識はあるが会話は困難な

状態であったことから救急搬送され

たが翌日死亡した。

13 



10 7 鉄 60 男 屋 29.4 25. 7 被災者は朝から電車の線路沿いで

道
歳
性． 外

℃ ℃ 除草作業に従事していた。昼休憩後し

信 代 ばらくして体調が悪くなったため、上

業 司の指示で冷房が効いた車内で休憩

し、一旦体調は復調し、作業に復帰し

た。勤務終了後、再度、体調が悪くな

ったため、冷房が効いた休憩室で休憩

していたが、上司に意識不明の状態で

発見され、救急搬送されたものの、死

亡した。

11 7 
冒
60 男 屋 27. 3 25. 7 被災者は、工場内で新幹線の車両の

歳
性 内

℃ ℃ 組付けを行う作業に従事していた。作車
両 代 業場を一時離脱して作業場外で座り． 
同 込んでいたところを、協力会社の作業
部

員が発見して身体冷却等の措置を実/刀¥. 

品 施した。約 1時間後、帰宅のためタク

喜 シーに乗車しようと立ち上がったと
業

ころ、倒れ込み、救急搬送されたもの

の、 3日後に死亡した。

12 7 農 60 男 屋 35. 1 33. 1 
業
歳
性 外

℃ ℃ 被災者は屋外にある農園において、

代 屋外で一人で作業に従事していた。 15

時頃、同僚が同農園に倒れている被災

者を発見した。到着した救急隊員によ

り、その場で死亡が確認された。

13 7 

畠業
70 ヵ国 屋 32. 3 29.6 被災者は建設現場に警備員として

歳
性 外

℃ ℃ 入場し、屋外で一般車両の誘導業務を

代 行っていた。災害発生当日 15時頃、

被災者がうつ伏せに倒れているとこ

ろを通行していた一般車両運転手が

発見。医療機関に緊急搬送され2ヶ月

程入院していたものの死亡した。

14 



14 8 そ 40 男 屋 33.8 31. 6 被災者は道路除草工事において、除
の
歳
性 外

℃ ℃ 
他 草作業補助として道路上の雑草の残
の 代 りかすをブロワーで清掃する作業等士
木 に従事していた。作業中の 15時30分
工
事 頃に倒れ、救急搬送されたが死亡し
業

た。

15 8 50 ヵ国 屋 33.6 29.2 被災者はガソリンスタンドで、 17

般
歳
性 外

℃ ℃ 時30分頃からタンクローリーに積載

喜 代 していた燃料油を地下タンクヘ移送
自
動 していた。 20時00分頃にガソリンス
車

タンドの従業員が確認したところ、被運
送 災者がタンクローリーの上で倒れて
業

おり、救急車到着時には既に死亡して

しヽた。

16 8 病 60 ヵ国 屋 35. 8 31. 5 被災者は病院敷地内の園庭で、汚水
院
歳
性 外

℃ ℃ ポンプの清掃作業に従事していた。作

代 業場所から 50m離れた場所で仰向け

に倒れているところを、同僚に発見さ

れた。同院にて身体の冷却、点滴等を

行い、総合病院に救急搬送したが、翌

日死亡した。

17 ， 建鉄 50 貫屋 34. 7 31. 4 被災者は集合住宅の新築工事現場築骨
歳
外
℃ ℃ で、解体された壁型枠の材料を上階のエ・

認 代 同僚に手渡しする作業に従事してい

コ た。作業中に床に座り込んでいたとこ

ン
ろを同僚に発見された。意識はあり、

ク
リ 水分補給をしてエアコンがある車内
l 

で休んでいたが改善せず、同僚の車で卜
造 病院へ向かう途中に意識不明となり、
家
屋 救急搬送されたが死亡した。

18 ， 燃 50 ヵ国 屋 34.6 31. 0 被災者は体調の悪い様子で事務所

料
歳
性 内

℃ ℃ 内の椅子に座っているところを発見小
売 代 された。その後、救急搬送されたが死
業

亡した。

15 



19 ， 道 50 男 屋 33.2 31. 5 被災者は道路改良工事現場におい
路
歳
性 外

℃ ℃ て、午前中から型枠解体等の屋外作業
建
=n n 代 に従事していた。昼休憩後から行われ
工
事 た現場内の片付け作業時に被災者の
業

姿が見えなくなり、同僚らが被災者を

探したところ、 15時30分頃に冷房が

効いた軽トラックの車内で倒れた状

態で発見された。発見後、病院へ救急

搬送されたが、 2日後に死亡した。

（注1)現場での気温は、気象庁ホームページで公表されている現場近隣の観測所等にお

ける気温を参考値として用いている。

（注2)WBGT値は、環境省熱中症予防情報サイトで公表されている現場近隣の観測所にお

ける WBGT値を参考値として用いている。
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